
【感染症発生動向調査事業から】 
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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川崎市における令和７年の百日咳の患者報告数は、第２４週（６月９日～１５
日）までに２５７件と、全数把握疾患となった平成３０年以降最多となり、こ
のうち１５歳未満の報告が１９４件と全体の７５．５％を占めていました。 

百日咳は乳児が感染すると重症化しやすく、無呼吸発作やチアノーゼ、スタ
ッカート（途切れなく続く発作性で連続的な咳込み）等の症状がみられ、多く
の場合入院を要します。川崎市においても、報告時に入院していた方は全てワ
クチン未接種の乳児でした。 

重症化を防ぐためにも、定期接種の対 
象となる生後２か月を過ぎたら、なるべ 
く早く接種を受けるようにしましょう。 
 

今、何の病気が流行しているか！ 

第２４週報告数第１位 

令和７年６月９日（月）～令和７年６月１５日（日）〔令和７年第２４週〕の感染症発生状況 

第２４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）水痘でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．４３人と前週（４．８６人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．２２人と前週（４．４９人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

水痘の定点当たり患者報告数は２．３５人と前週（１．８９人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第２４週報告数第３位 

第２４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和７年６月１７日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

百日咳含有ワクチン※の定期接種スケジュール 
 

●初回接種 生後２～７か月の期間に２０日以上（標準的には 
２０～５６日）の間隔をおいて計３回 

●追加接種 ３回目の接種から６か月以上の間隔をおいて１回 
※ＤＰＴ－ＩＰＶ－Ｈｉｂなど 

令和７年に川崎市で報告された１５歳未満の 
患者のワクチン接種歴別症状発現割合（ｎ＝１７９＊） 

百日咳の報告数が過去最多に！ 
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川崎市における百日咳の発生状況 
（平成３０年第１週～令和７年第２４週） 
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ワクチン接種者（１回以上）

ワクチン未接種者

症状は発生届から一部抜粋 

ワクチン未接種者に多い。 

＊ワクチン接種歴不明者を除く。 


